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『トリスタン』への道

伊　藤　嘉啓

（1）

　「失敗した革命家ワーグナーもまた，同時代のおほくの人々と同様に，い

まや，ショーペンハウアの思想の王国を前途にみつける．」（Hans　Mayer：

R．％749η6r，　S．79）

　1848年2月，パリに革命がおこった．世界最初の社会主義革命といはれる

2月革命である．この革命は，たゴちに近隣のドイツ諸国に波及した．その

最大のものは，オーストリアのウィーンとプロイセンのベルリンでの政府側

と民衆との衝突であり，それぞれ3月革命とよばれる．そのほかにも，ドイ

ツかくちで，集会，反乱，暴動が多発した（バーゲン，ヴュルテンベルク，

ヘッセン＝ダルムシュタット，ナッサウなど）．　1じは，全ドイツに革命の

気運がみなぎったが，6月，（チェコの）プラークでの革命が，ヰンディシ

ュグレーツ（Alfred　Windischgraetz，1787－1862）将軍のひきみるオースト

リア政府軍に鎮圧されたのが転機となって，保守勢力のまきかへしが，はじ

まった．反革命である．さうして，ウィーンやベルリンでも，結局は，反革

命が勝利をしめ，ドイツの革命は失敗にをはった．

　かつての革命の戦士たちを，ふかい挫折感がおそった．このとき，かれら

にとって絶好の鎮静剤となったのが，意志否定をとくショーペンハウアの哲

学である．丁どそのやうに，ワーグナーもまた，49年5月のドレスデン暴動

に参加し，失敗した革：命家の1人として，ショーペンハウアになぐさめを見

いだしたのだ，とハンス・マイヤーはいってみるのである．この説明は，と

くに目あたらしくはなく，いは穿，通説といってもい㌧やうなものである．
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さらに，55年2月，服役中の，ドレスデン暴動のをりの同志レッケルに，

ワーグナーがショ乱ペンハウアの『意志と表象としての世界』をさし入れて

みるといふ事実も，この通説を補足してみるかにみえる．しかし，ワーグ

ナーとショーペンハウアとの関係は，や、別の見方もまた可能であるやうに

おもはれる．

　友人ヘルヴェークがショーペンハウアの『意志と表象』をもってきたの

は，1854年の9月か10月であった．はっきりした日づけはわからない。

ショーペンハウアのこの主著は，1819年にか＼れたのであるが，ながらく世

間からわすれられた書もつであった．それが，1853年，イギリスの「ウェス

トミンスター・アンド・フォーリン・クォータリー・レヴュー」誌、にのった

紹介文によって，急に人々の注目をひき，ドイツに逆輸入されたのである．

この現象世界を無とみて，意志の否定こそ唯一の救ひである，といふ考へ

に，ワーグナーは，はじめどうしてもなじめないものを感じた．　しかし，

ショーペンハウアを手にしたのち，自分の『ニーベルングの指環』をよみか

へし，とつぜん，ハッとおもひ当るふしに気づいた．ショーペンハウアのこ

の思想とおなじものが，すでに自分の作品にひそんで．みるではないか．たゴ

自覚しなかったゴけのことである，ワーグナーは「わが生涯』のなかで，こ

の点にふれて，

　「わたしは自分のニーベルンゲンの詩をみて，いまこの理論のなかで，わ

たしをとまどはせてみるものが，自分自身の作品構想において，すでになじ

みぶかいものとなってみることがわかって，びっくりした．かうして，わた

しはこ、ではじめて私のウォータン（『指環』全曲の主人公）を理解し，おど

ろいて，あらたに，ショーパンハウアのこの本のくはしい研究にとりか～つ

た．」（Gregor－Dellin編，　S．523）

　1じ，ワーグナーはショーペンハウアにすっかりのめりこみ，その熱中度

をしめす1例をあげれば，54年の秋から55年夏までの1年間に，この「意

志と表象としての世界』を，なんと4回もくりかへし読んだといふことであ

る．自分がよむだけでは満足できなくなったワーグナーは，ハンス・フォン・
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ビューローにも読むやうにす～めてみるし，獄中のレッケルにも，この本を

さし入れしたほどである．このやうに，ワーグナーが周囲の人々にしきりに

ショーペンハウアをもちあげたので，チューリヒに，ワーグナーを中心とす

るショーペンハウア崇拝グループができあがった．ヴィレ夫妻，ヴェーゼン

ドンク夫妻，カール・リッターなどである．このグループは，1854益すゑ，

ショーペンハウアをチューリヒに招待しようとおもひたち，その旨のてがみ

をおくった．しかし，ショーペンハウアはこの申出をことわってみる．もう

世間から隠退して久しいこの老哲学者は，このとき，62歳，住んでみるフラ

ンクフルトからチューリヒまでの旅はとほすぎるといふのであった．それで

ワーグナーは，『指環』の私家版に，「尊敬と感謝をこめて」（Aus　Verehrung

und　Dankbarkeit）といふことばをそへておくった．ショーペンハウアは弟

子のフラウエンシュテット（Julius　Frauenst益dt）へのてがみで，この「ワー

グナーがそのうちに作曲するつもりの一連の4つのオペラ」について，それ

は． uたぶん真の未来の＝芸術作品であるだらう．大へん夢幻的（phantastisch）

なものらしい．まだ，序幕（『ラインの黄金』）をよんだ、けだが，先をつゴ

けて読むつもりだ」といってみる．翌55年に，フランソワ・ヴィレがショー

ペンハウァをたつねたときには，かれはヴィレにむかって，ワーグナーは音

楽家をやめたらい～，作家としての才能のはうがおほきい，と話したさうで

あるし，56年目，ワーグナーの代理としてショーペンハウアのところに使ひ

にだされたカール・リッターには，「ワーグナーがニーベルンゲンのなかで，

伝説上の曖昧模糊とした人物を，人間としてわれわれにちかづけてくれたこ

とは，驚歎にあたひする」といひ，「ワーグナーは詩人だ．音楽家ではない」

と，こ＼でもくりかへしたとのことである．この後者のはなしは，コージマ

の日記にも書いてあり（1869年1月16日），ワーグナーは，音楽家としてみと

められ，詩人として認められないよりは，まだ，ましだ，といったと伝へら

れる．

　一たい，ワーグナーは，なぜこれほどまでにショーペンハウアに沈潜した

のか？　失敗した革命家の挫折感をいやすバルサムーショーペンハウァと
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ワーグナーとの関係は，た冥単にさう考へるだけでいNのか，どうか．

　ワーグナーがショーペンハウアを手にとった動機は，ヘルヴェークがもっ

てきて，よむやうにす～めたからである．ヘルヴェークは，なぜ，この本を

もち込んだか？イ．ギリスの雑誌に紹介記事がのったのが発端となって，急

に人々がわすれられた思想家ショーペンハウアに関心をしめしはじめ，いは

”，この本は話題の書だつたからである．かうして，ワーグナーは，まつ，

時代思潮の影響から，この哲学書をよみはじめるのである．しかし，ワーグ

ナーはすぐにはこの思想になじあなかったが，よんでゆくうちに，この思想

は自分には既知のものであり，もうすでに，自分の作品のなかで表現してみ

ることである，と気づく．ワーグナーはショーペンハウアについて，いろい

ろのところで，何どもくりかへし，さう説明してみるのであるが，さうでは

なかった，といふ解釈もある．ハンス・マイヤーなどは，ワーグナーは

ショーペンハウアを知る以前から，ショーペンハウア主義者だつたわけでは

く，ワーグナーがさうなったのは，やはりショーペンハウアを知ってからで

ある，といふのである．これは，一見，ワーグナーの発言と矛盾してみる．

しかし，ワーグナーが「すでに自分の作品のなかで」といふばあひの，「自

分の作品」は，具体的には，『指環』をさしてみるのに対し，ハンス・マイ

ヤーが，それまでのワーグナーの作品とするのは，初期作品から『ローエン

グリーン』まで、あり，これらの作品では意志肯定（Willensbejahung），世

界変革（Weltveranderung）が特徴であり，いさ～かもショーペンハウア的

ではない，と見てみるのである．ワーグナーはショーペンハウアを知ってか

ら，たしかに，一おう完成してみた『指環』のテキストの結末の部分を書き

なほした．この改訂版が，いま普通に．私たちがみてみるところの「指環』で

ある．この作品の内包する前後矛盾は，ショーペンハウア主義者でなかった

ワーグナーが書いた台本を，ショーペンハウア色に1部改変した、めである，

とハ．ンス・マイヤーはいふ（H・Mayer：R・躍α9η6r，　S．81　f・）．

　こ、でわたしが問題にしょうとするところは，ハンス・マイヤーとは，す

こし重点をおく場所がことなる．ワーグナーがあれほどまでにショーペンハ
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ウアにひかれた他ならぬその原因が，まつ当面の課題である．

　ワーグナーは，1854年1月，リストにあて》，「小生は，なほたゴ1つの希

望を知ってゐます．それは眠りです．生の苦痛の一切の感覚をなくしてくれ

るふかいふかい眠りです」（1月正5日）と書いてみるし，そのすこし後にも，

レッケルへのてがみで，「すべてのものには，をはりがあります．神々にも黄

昏がほのめいてみるのです．だから，その指環をすてるやうにと，忠告する

のです」といふエールダの歌を引用し（『ラインの黄金』第4ば），それにつ

ゴいて，「われわれは死ぬことを学ばねばなりません．それも，ことばのほん

たうの意味での死ぬことをです，をはりへのおそれは，あらゆる無慈悲の根

元です」（1月25／26日）と，いってみる．これらの手紙は，ショーペンハウ

アを知る約10ケ且まへに書かれてみる．ショーペンハウアをよむ以前に，あ

きらかに，ワーグナーには死へのあこがれがあった．

　ショーペンハウアを手にしたのが，9月か，10月，さうして，はやくも10

製すゑには，『トリスタン』を着想してみる，その年の12月なかば，リストに

あて」，

　「私は音楽の仕事をゆっくりとす＼めてゆくのと平行して，最近は，もつ

ばらある人物にか～はってゐます．その人は一たゴ著作のうへでだけです

が一天のたまもの、やうに私の孤独のなかにやってきました．アルトゥー

ル・ショーペンハウアです」と，ショーペンハウアへの感激をのべ，

　「ショーペンハウアの主想は，生への意志の決定的な否定であり，おそろ

しいほど真剣でして，たゴこれだけが救ひをもたらしてくれます．このやう

な思想は，もちろん，私にとって目あたらしいわけではないのですが，一た

い，いかなる人でも，自分がすでにそこに生きてみる思想しか考へられない

ものです」と，その思想を要約したうへで，

　「私は眠れぬ夜に，、たゴそれだけが眠りへと導いてくれる鎮静剤をみつけ

ました．死へのこ、うからの，切なる願望です．すなはち，完全な無意識，

全くの無，あらゆる夢の消滅一これが，唯一の最終的な救ひです」と，死

へのあこがれを端的にかたり，さらに，このながい手紙では，トリスタン構
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想にもふれて，

　「しかし，私は生涯で，いま～でに，愛のほんたうの幸福をあぢはったこと

がありませんので，この数おほくの夢のなかでも1ばん美しい夢のために，

1つ記念になるやうなものをつくりたいのです．そこでは，はじめから終り

まで，愛が十分にみたされなくてはなりません．と，いふのは，私は頭のな

かにトリスタンとイゾルデを計画したのです．単純きはまりないが，純粋に

音楽的な主題です．をはりの場面で，たなびく黒い旗で，私は自分をつ、み

たいとおもひます一死ぬために」と，こ＼でも死について語ってみる．

　翌55年1月に，ワーグナーは，かねて作曲してあった『ファウスト序曲』

を改訂したのであるが，そのとき，『ファウスト』第1部の1566－71行まで

を引用して，この改訂版のモットーとするつもりであった．すなはち，つぎ

の箇所である．

　己の心胸のうちに住んでみる神は

　心の深い底まで掻き舌しすことは出来るが，

　己のあらゆる力の上に超然と座を占めてみる神は，

　外界の物を何1つ動かすことが出来ぬ．

　それで己には世にあるのが重荷で，

　死が願はしく生が憎いのだ．（鴎外訳）

ワーグナーが，ながい『ファウスト』のなか～ら選びだしたのは，よりに

よって，死への願望のことばであった．た若し，この引用は，改訂版『ファ

ウスト序曲』のモットーとはならなかった．ワーグナーは一たんモットーと

しょうとした『ファウスト』からの引用をとりやめ，そのかはりに，マティ

ルデへの献辞（「愛する女ともだちの記念のために」）でおきかへた．

　ワーグナーは，なぜ，このやうに集中的に，死への願望をかたるのか？

（2）

この時期のワーグナーに，目だつて指摘できるもう1つの事柄がある．か
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らだの不調一または，不調の訴へである．1850年3月，自作オペラ上演の

機会をつかまうと，ワーグナーはパリにいってみたのであるが，そこから，

チューリヒの妻ミンナにあて、，「心臓の圧迫感」（Herzbeschwerden）を訴

へてるるし，51年9月には，丹毒と便秘のために，アルビスブルンで水治療

（Hydropathie　od．　Hydrotherapie）を受けてみる．ワーグナーは15年まへに

も（1834年11月），ひどい丹毒にか＼つてみるが，それは，丁ど，マグデブル

クで（ベートマン劇団の）音楽監督の地みにつき，はじめて自立して聞もな

くのころである．顔は赤くはれあがって，不恰好にゆがんだ．そのワーグナ

ーをかひがひしく看病してくれたのが，知りあって間もない女優ミンナ・プ

ラーナー，のちのミンナ・ワーグナーであった．丹毒は，一たん，をさまっ

て，しばらくは顔をださなかったが，この51年秋になってふた＼び発病，こ

れ以来，この病気はすっかりワーグナーの持病になってしまひ，いご，しば

しばこの病気になやまされる．

　52年3月，姪のフランツイスカ（兄アルベルトのむすめ）にあて㌧「い

つも神経を病んでをり，たぶん長いことはないだらう」といひ，その年の9

月，友人キーツへの長文のてがみでは，興奮と疲労，頭はいらいらして集中

できず，憂諺，あらゆる仕事へのおそれ，そして，ぐったりしてみて，散歩

もきはめてゆっくりしかあるけない」といひ，更につゴけて，「小生が，貴

兄の想像するやうな意味で，元どほり元気になれないのは，火をみるよりあ

きらかです．なぜなら，小生は『精神』を病んでをり一r精神』は不治の

病なのです」と，大へん悲観的である．とくに，「不治の病」（eine　inkurable

Krankheit）といふやうな表現にそれがあらはれてみる．11月には，リスト

にあて、いってみる．「こΣでは，小生は間もなく駄目になってしまふにち

がひありません．」

　亡命生活からくる窮屈さ一精神的な息ぐるしさも，いくらかの原因とは

なってみるであらう．しかし，主因は別のところにあったと考へられる．大

たい，ワーグナーのチューリヒでの生活は，一ばんの「亡命生活」といふこ

とばの概念には，あてはまらぬ「優雅な生活」であった．ドイツ諸国への二
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国は禁じられてみたもの～，ワーグナーを崇拝するおほくの人々一たとへ

ば，ヴィレ夫妻，ヴェーゼンドンク夫妻，リッター母子などに取りかこまれ

て，経済的にも，オットー・ヴェーゼンドンクやリッター夫人から援助をう

け，それは裕福とさへいへるほどのものであった．すこし時期がずれるが，

54年3月23口付のウィーン警察の秘密報告がのこってみる．それによれば，

ワーグナーはチューリヒで，たゴ豪勢にくらしてみるばかりでなく，法外な

値段の金時計など高価なものを購入してみる．住まひは，立派な家具，じゅ

うたん，絹のカーテン，シャンデリアで飾られてみるものだから，あの1もん

なしでこのチューリヒに流れてきたをとこが，どこからそんな収入があるの

か，みんな不思議がつてみる．（W．Lippert：R．躍αgη8∬76γ伽朋ηg銘．　R厩一

んβゐr，　S．45）

　55年2月26日，ワーグナーはチューリヒを出発して，ロンドンにむかっ

た・そこの旧音楽協会（The　Old　Philharmonic　Society）から招待されたか

らである．ロンドンに到着したのが，3月2日．ワーグナーはこの英都に，

3月はじめから6月すゑまで，やく3ケ月滞在，都合8回のコンサートをひ

らき，モーツァルト，ベートーヴェン，ヴェーバーなどの作品を指揮してみ

る．自作の『タンホイザー』序曲も演奏された第7回めのコンサートには，

ヴィクトリア女王夫妻も臨席され，ワーグナーをロイヤル・ボックスによび

出して，挨拶までうけられた．

　しかし，ロンドンでのワーグナーの評判は概してあまり芳しくなかった．

そのおもな原因は，大たい，2つにまとあられる．（1）そもそも，ワーグナー

招聰の発議が，イギリス人によるものではなく，このオ」ケストラのコン

サート・マスターであるフランス人サントン（Prosper　Sa量nton，1813－90）

であった点が1つ，それに，サントンがワーグナー招聰をおもひ立つた動機

がまた奮ってみる．サントンは，これほどはげしい非難の的となってみる音

楽家は，何かあるにちがひない，と判断し，それなら招かうとおもったので

あった，②もう1つは，イギリス第1の有力紙「タイムズ」と有名な音楽紙

「ミュージカル・フィールド」の両紙の音楽担当記者デイヴィスン　（James
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WiHiam　Davison，1813－85）がワーグナーを徹底的に攻撃したからである．

　デイヴィスンのワーグナーにたいする反感は，ワーグナーのロンドン到

着こにはじまるのではなく，すでにワーグナーがチューリヒを出発するま

へから耳にしてみた．ワーグナーはロンドンにつくやいなや，チョーリイ

（Henry　Chorley，1808－72）とデイヴィスンの2人の批評家には，あいさつ

しておくやうにと忠告をうけた．しかし，ワーグナーはそれをきっぱりと拒

否してみる．

　「ζ、で私はアレコレの人，たとへばデイヴィスン，チョーリイなどをた

つねておいたはうがよいとの忠告をうけました．この連中は，ゴロツキで無

能だが，しかし，とにかく，かれらは影響力をもつてみるといふのです．私

の能力と才能とをこ、で無益に浪費するのは，残念だといふわけです．この

ことについて，貴兄がどうご判断になるかわかりませんが，私はこ、で自分

の全才能をかけて何かをもとめるといふやうなことではないとおもってをり

ますので，そのためにゴロツキのすみせんは必要ない，とおもってみる次第

です．」（オットー・ヴェーゼンドンクあて書簡，55年3月20日）

　ロンドン滞在中のワーグナーの健康状態はどうだったか。1ことでいへ

ば，あひかはらず，具合がよくない一あるいは，より正確には，具合がよ

くない，とおもひ込んでみた，といふべきかもしれない．

　4月17日，ミンナにあて＼，「ざんねんながら，今また，眠れぬ毎夜々々

をすごしてみる」と，「また」といふことばを使ってみるのは，このころの

ワーグナーをしばしば不眠が襲ったことをあらはしてみる．それから，ワー

グナーはロンドンにダンテの『神曲』をもってゆき，それを読んでみたので

あるが，そのなかの地獄（Inferno）の描写と現在の自分の生活状態とをか

さね合せて，5月16日，リストへ，「ぼくはこ＼で，地獄におちた人間のや

うに生活してゐます」と訴へてるる．

　ドイツでは「おたつね者」であるワーグナーが，（デイヴィスン，チョーリ

イ等から非難されたとはいへ），ヴィクトリア女王に拝謁までたまはる光栄

によくし，演奏会も一おう成功したにしては，すこし悲観的にすぎるのでは
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ないか？．さうして，ロンドンからかへってからも，ワーグナーの気分はさ

えない．「外界との接触のすべてが，たゴ厭になるばかりですし，気がかり

の種にほかなりません．」（リストあて手紙，55年9月）

　秋には，ロンドンの疲れがでたのか，れいの丹毒がまたまた発病してみ

る．このときの様子を，ワーグナーはリッター夫人にあて＼，「生活の刺か

ら顔のばら（Gesichtsrose）が咲きだし，自分はよき園丁となって3ケ月をす

ごさねばなりませんでした」と知らせてみる（55年12月29日）．

　（54年10月にミンナがドイツに出かけてこ、うみた恩赦願ひは，失敗にを

はったので），56年春，ワーグナーはふた～び恩赦をねがはうとおもひ立つ

た．まつ，ワイマルのリストにたのみ，ワイマル大公カール・アレクサン

ダーからザクセン国王ヨハンにはたらきかけようとしたのである．リストは

ワーグナーのたのみを，カール・アレクサンダー大公にとりつぎ，ワーグ

ナー自身からも直接ヨハン王にねがひ出るやうにといった．リストからたの

まれたカール・アレクサンダーは，そのむねをヨハンにつたへたが，4月25

日のヨハンからカール・アレクサンダーへのてがみによると，ヨハンはその

申出をきつばりことわってみる．しかし，カール・アレクサンダーはそれを

リストにつたへなかったらしく，5月16日，ワーグナーはヨハン王に長文の

恩赦願ひを提出してみるが，もちろん，き＼いれられなかった．

　同日，5月16日，ワーグナーは『勝利者』（Die　Sieger）と題する短い構想

メモをかきつけてみる。これは，しばしばの丹毒発病のため『ワルキュー

レ』の作曲がす～まず，病中のなぐさみに手にとったフランスの東洋学者

ビュルヌフ（Eugδne　Burnouf，1801－52）の『仏教史入門』（1π”04π6’‘oηa

‘’乃‘∫’o加ぬBo認4燃彿のから着想したのであった（『わが生涯』S，541），ワー

グナーのこの読書は，ショーペンハウアの影響でインドに興味をもつた結果

であるといはれる．

　チャンダラ（漢訳仏典では「一隅羅」，4姓にふくまれぬ賎民）階級の乙女

プラクリティは，ある日，泉のほとりでブッダの弟子アーナンダ（バラモン

階級）に水をくんであげたのを機会に，はげしい恋におちた．プラクリティ
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はもとバラモン階級の王のむすあであったが，チャンダラ階級の王子の求婚

をあざ笑ってしりぞけたがために，チャンダラ階級のむすめとして生れかは

り，かつての傲慢をつぐなふために，かなはぬ恋をたへねばならぬ運命にあ

った．ブッダから自分の前生を、しへられたプラクリティは，自分の運命を

甘受すべく，ブッダの教団に入り，アーナンダは彼女を妹としてむかへる．

　ワーグナーはこの諦念のエピソードに興味をもち，作品にしょうと，なが

いあひだあた》めてみたが，結局は『パルジファル』のなかに解消されたや

うなかたちとなり，独立の作品とはならなかった．

　5，月なかば，またまた丹毒が発病，何と13回めの発病といふ．6，月5日，

空気治療（Luftkur）の場所をさがしにチューリヒを出発，6月7日，ジュ

ネーヴに到着，モンブランちかくのモルネの水治療所をす》められたので，

そこをたつねると，モルネの水治療所の医者は，ワ｝グナーの病気を，丹毒

ではなく，神経性アレルギー（nerv6se　Allergie）と診断した．

　丹毒とは連鎖状球菌によっておこる病気であり，アレルギーではない．ア

レルギーは，元来，無害なはずのものに，人体が過敏に反応する症状であ

り，原因（アレルゲーン）には，食餌性，薬物性，機械性．．．など、並ん

で，心因性もまたそのiつにかぞへられてるる．丹毒に似たアレルギーとい

へば，たとへば，じん麻疹などがそれにちかいかもしれない．（心因性じん

麻疹といふ病気はある．）とにかく，ワーグナーの病気は，連鎖状球菌によっ

ておこる丹毒とは，全く別ものであり，精神的なストレスから来てみるもの

といふことになる．それでは，ワーグナーには，一一たい，どんなストレスが

あったのか？

（3）

　「丹毒」の最初の発病は，1834年11月であり，それは（マグデブルクで）

ベートマン劇団の指揮者になった直後，つまり，ワーグナーがはじめて就職

して間もなくの時期であったからジ相当にストレスがたまってみたであらう
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と想像されるし，そのス・トレスが病気を誘発した可能性はあるであらう．

　しばらくをさまってるたこの病気が，久しぶりに再発したのが，51年．そ

れは49年のドレスデン暴動に加担した＼めに，ザクセン王国の官憲におはれ

る身となり，いのちからがら国外にのがれ，何とかスイスに亡命の地をさが

したもの～，それまでの宮廷指揮者（Hofkapellmeister）の地ゐをうしなひ，

革命には失敗し，自作上演のめどはた～ぬ失意の時期であった．さうする

と，このときのワーグナーのストレスは，革命の失敗と亡命が引きおこした

ものなのか？

　もともと，ワーグナーが革命軍に味方したのは，現今の堕落した芸術は，

堕落した社会の産物にほかならず，真の芸術をうみ出すためには，まつ，社

会機構の変革からはじめねばならぬ，といふ考へにもとづいてみる．かうし

て行動に出てみたもの、，革命は失敗にをはった．ワーグナーは，たゴち

に，『芸術と革命』『未来の芸術作品』『オペラとドラマ』などの論文をかき，

これによって革命の代替品をつくった，ワーグナーに関するかぎり，これら

の著作によって，革命の失敗はおほむね止揚された，といってもい、やうに

おもはれる．49年5月の革命から2年もたってみる51年夏の心因性病気の心

因は，まつ，革命の失敗とは関係ないであらう．あるいは，より希薄な関係

しかもたないであらう，とわたしは考へる．ハンス・マイヤーは，54年秋の

ショーペンハウアとの共鳴までも革命の挫折とむすびつけるが，傷のいたみ

をいやすために，負傷してから5年ごに鎮痛剤がとゴいたといふのでは，ど

う見ても，いさ、かおそ過ぎはしないであらうか．心因性病気の心因とい

ひ，ショーペンハウアとの共感といひ，その原因は，たゴ単に，何でも革命

の失敗に関聯させるのではなく，それとはまた別のところに探すはうが，よ

りおほくの妥当性をもつやうだといっても，あまり大きな誤りはをかさない

ですむのではないか．

　この時期のワーグナーの健康状態を，肉体，精神両面から，もう1ど復習

しておくと，50年ごろから，心臓がくるしいとか，顔に赤い発疹があると

か，便秘とか．，．などの肉体上の不調の訴へが目だちはじめ，ついで，52
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年くらみから，精神・神経の領域にもおよび，「『精神』を病んでみる」とか，

「あらゆる仕事へのおそれ」とか，いひ，さらに54年になると，「生の苦痛が

消滅する深い眠り」にあこがれ，「死」を学ばねばならぬところまで行きつ

く．

　仕事の量の面からは，どうか？　スイスに亡命した49年夏から，早速，

r芸術と革命』にとりか》り，以下，次々とr未来の芸術作品』『オペラとド

ラマ』など，ワーグナーの散文作品の重要なものは，この2年差どのあひだ

に集中的に執筆されてるる．その後も，やすむ間もなく，『ジークフリート

の死』を「指環』に拡大する仕事一すなはち，「若いジークフリート』『ワ

ルキューレ』『ラインの黄金』と立てつゴけに書きまくり，52年12月には，

『指環』の全台本が完成してみる．49年なかばから52年すゑまでの3年半は，

ワーグナーにとって，きはめて多産な時期といってい》．革命の挫折感にう

ちひしがれて意気鏑恭してるたとは，とてもおもはれない．

　ところが，53年に入ると，一転して，活動は急速におとろへる．『指環』

の台本を完成しをへた53年のはじめ頃，ワーグナーは「全く気分がすぐれ

ず」，1月3日に（ドレスデンで）死んだ親友ウーリヒの跡をおって，自分は

死ぬのではないか，と不安になるほどであった．（ヴェステルンハーゲン

rワーグナー』，白水社，243頁）．

　ワーグナーのつぎの仕事は，「指環』一とくに，その序幕にあたる『ライ

ンの黄金』に作曲することであるが，なかなかそれに手をつけず，気分転換

のために，この年の8月，ワーグナーはイタリア旅行に出かける．費用はオ

ットー・ヴェーゼンドンクからの援助である．この旅の途中，ラ・スペツィ

ア（La　Spezia，リグリア海に面した中都市，ジェノヴアの東南やく100キロ）

で，ワーグナーは不思議な体験をあぢはった．ワーグナーがラ・スペツィア

に到着したのが，9月4日．こ、に来るまへの滞在地ジェノヴアで赤痢にか

、り，熱まで出て気分がわるかった．ラ・スペツィアについても，発熱と不

眠のため不快な夜をすごしたのち，翌9月5日，ワーグナーは街へ散歩にで

た．しかし，散歩も気分をかるくしてはくれなかった．疲れきって宿にかへ
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り，かたい長椅子によこになってねむ．らうとしたが，眠りはおとつれず，そ

のかはりに夢遊病（s6mnambu1）のやうな状態におちいった．ワーグナー

は，「はげしくながれる水のなかに沈みこむやうな気持になり，水のざわめき

は，やがて変ホ長調の旋律となってひゴいた（曲ではコントラバスがひく）．

山のやうな大波がおそひか、つてきて，それがくだけたかとおもったら，ハ

ッとして，ワーグナーは我にかへった．さうして，はっきりと，それが『ラ

インの黄金』の前奏曲であるとわかった（『わが生涯』，S．511f．）．

　ワーグナーはいはゆる「天才型」ではなく，このやうに思ひがけぬインス

ピレーションがおとつれたことは，あとにもさきにも例を見ず，このときだ

けである．おそらくは，赤痢のために食物もほとんど摂ってみなかったらう

し，それと発熱のために，一種の断食状態が引きおごした幻覚だつたであら

う．

　ラ・スペツィアでのこの異様な体験の、ち，ワーグナーは，早速，チュー

リヒの妻ミンナにあて＼，仕事部屋を片づけておくやうに，と電報をうっ

た．ワーグナーは，翌9月6日，ラ・スペツィアをたって，いそいでスイス

の自宅にかへる．折角おとつれたインスピレーションがにげてゆかないうち

に作曲にとりか＼らうといふつもりで．あったが，しかし，実際には，すぐに

は仕事に手をつけなかった．

　10月6日，ワーグナーはバーゼルにゆく．これはまへからの約束にしたが

ったので，こ、で，リストやビューローに会ふためであった．かれらは，カ

ールスルーエの音楽祭からのかへり道だつたのである．10月9日，ワーグナ

ーはリストとその愛人ザイン＝ヰトゲンシュタイン　（FUrstin　von　Sayn唱

W量ttgenstein，1819－87）と一緒にパリにゆき，翌10月10日には；3人のむす

めをつれたリストと夕食を共にしてみる．この3人のむすあとは，リストとマ

リー・ダグー（Marie　d’Agoult，1805一一76）とのあひだに生れた子供たちであ

り，そのなかの1人が，コージマである．コージマは，このとき15歳．これ

がワーグナーとコージマとのはじめての出あひであった．（2年ご，．コー．ジ

マはハンス・フォン・ビューローと結婚する．）．パリで，ワーグナーはマイ
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ヤーべ一アのオペラ『鬼のロベール』（Robert　le　Diable）を見たり，・自作の

『指環』の朗読をしたりしてみる．『指環』の朗読会には，ベルリオーズも出

席した．

　10月20日には，ミンナもパリにきて，ワーグナー夫妻がチューリヒにかへ

ったのは，10月28日．ワーグナーがやうやく『ラインの黄金』の作曲にとり

か、つたのは，何と11月1日である．あのラ・スペツィアのインスピレー

ションから，2ケ月ちかくもたってみる．なぜ，ワーグナーは作曲にこんな

にも手間どつたのか？　この年の12月，リストあての書簡のなかで，ワーグ

ナーは，「何しろ，5年閻も作曲しなかったから」といひ，なかなか調子が出

ないのは，長いあひだ，作曲から遠ざかってみたせみにしてみるのは，かへ

って，いひわけが目立つ．事情は，何となく気のりしなかった～めであり，

それは，ワーグナーの気が滅入ってみたからであったであらう．

　かうして，53年は，ほとんど何の成果もなくすぎ，54年，55年，56年，57

年夏までの4年半のあひだにした主な仕事は，『ラインの黄金』と『ワルキュ

ーレ』の総譜を完成し，rジークフリート』の第2幕途中までの作曲をした

にすぎない．2つの時期（49年7月一52年末，53年初頭一57年6月）の仕事

の量を比較してみれば，あきらかに後者のはうが著しく低下してみる．

　以上，3つの点，すなはちジ（1）肉体的な不調，②精神的には憂慮，そして

死への思ひ，③仕事の量の減少から考へて，ワーグナーは，おほよそ，52年

あたりから56年くらみにかけて，初老期「うつ」の状態だつたのではないか

とおもはれる．1852年は，ワーグナー，39歳であり，年齢からみても，ぴっ

たりあてはまる．

　さうすると，ワーグナーとショーペンハウアとの関係も，まへにあげたハ

ンス・マイヤーなどの説とは，いくらか違った見方ができる．ショーペンハ

ウアは，失敗した革命家ワーグナーの挫折感をいやす鎮静剤であった，とい

ふのが，ハンス・マイヤーらの説明であったが，ワーグナーが『意志と表象

としての世界』をよんだのが，54年秋であり，革命から5年ごであって，そ

れでは鎮静剤がとゴくのが，あまりにもおそすぎるであらう．ワーグナーが

一53一



ショーペンハウァにいたく共鳴したのは，自分が「うつ」状態に陥ってみた

ので，この意志否定の思想とワーグナーとの波長が，うまく合った～めでは

ないか，とおもふのである．一ばんに，ある著書が，ある人におほきな影響

をあたへたばあひ，その人がいっそれを読んでもおなじ結果になるわけでは

なく，たとへば，5年はやく読んだら，あるいは，5年おそく読んだら，何

の影響もうけないでしまふ可能性もあり得る．丁ど，読むべきときに読ん

で，はじめて効果が出るのである．ワーグナーとショーペンハウアのばあひ

も，まさに都合よく，ワーグナーがショーペンハウアの思想をうけ入れやす

い体勢のときに，この本を手にとったのであった．「その人は，天のたまも

の＼やうに私の孤独のなかにやってきた」とワーグナーはリストに書いてみ

るが，この言葉にも，そのころのワーグナーの心理がよくあらはれてみる．

「天のたまもの、やうに」とは，まさにうってつけといふ気もちがにじみ出

てみるし，それが「私の孤独のなかにやってきた」と「孤独」といふことば

をつかふ．なぜ，そんなにも孤独なのか？　「亡命」から，私たちが聯想す

る生活とワーグナーのスイスの生活とは，大いにかけはなれてみた．先に引

用した警察の秘密記録からもわかるやうに，ワーグナーのスイスでの生活

は，まはりの人々がどこから収入があるのかと不思議がるほど豪華なもので

あったし，人的交遊もなかなかにぎやかである．リッター夫人やオットー・

ヴェーゼンドンクなどの経済援助を惜しまぬ保護者もあり，芸術上では，リ

ストといふ親友がをり，チューリヒとワイマルとにはなれて住んでみるとは

いへ，ときどき会ってもみるし，てがみのやりとりは頻繁にあり，そのほか

にも，ヴィレ夫妻，カール・リッター，ハンス・フォン・ビューロー，マティ

ルデ・ヴェーゼンドンクなど，自分を崇拝する者たちを，あたかも衛星のご

とくしたがへてみる，私たちが，今日見る巨人ワーグナーにくらべれば，ま

だまだ世に認められてみなかったけれど，客観的にみて，決して「孤独」で

はなかった．ワーグナーの生涯から「孤独」な時代をさがせば，スイス時代

よりはむしろ，（1839年から42年までの）パリ時代こそ，この言葉にふさは

しいであらう．このときは，ワーグナーの「飢餓の時代」ともよばれ，ワ
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一グナー，アンダース，レールス，キーツなどのそれぞれに何かうしろめた

い過去をもつらしいドイツ人同士が，同国人のよしみで身をよせ合って，お

互に細々と憂さばらしをしてみたのである．スイス時代は，このパリ時代と

は，大いに様子がちがふ．それなのに，「孤独」だったのか？　ワーグナー

自身が，さういってみるのであるから，間違ひなく「孤独」だったのであ

る．どうして？

　ワーグナーがショーペンハウアを手にしたのが，54年秋．それより先，そ

の年の1月に，レッケルにあて＼，「われわれは死ぬことを学ばねばなりま

せん．それも，ことばのほんたうの意味での死ぬことを」と書き，リストに

も，「死へのこ＼うからの，切なる願望．．．すなはち，完全な無意識，全く

の無，あらゆる夢の消滅一これが，唯一の最終的な救ひ」といってみるの

でもわかるやうに，ワーグナーは『意志と表象』をよんではじめて，死の思

想をいだいたのではなく，すでに十分に「孤独」のなかで，死の思ひに沈ん

でみたときに，ショーペンハウアをよんだから，あれほどまでに感銘をうけ

たのであり，この「孤独」感は，死への親密とならんで，初老期「うつ」の

症候となるであらう，とおもはれる．

（4）

　この時期のワーグナーにもう1つ，どうしてもふれておかねばならぬこと

がある．それはマティルデ・ヴェーゼンドンクとの関係である．1852年1月

ワーグナーはチューリヒで3回，ベートーヴェン・コンサートを指揮してみ

る．このコンサートをきいて感動したヴェーゼンドンク夫妻は，2月なか

ば，ワーグナーのドレスデン時代の友人であるビーバーシュタイン（Mar－

schall　von　B畳eberstein）の家で，ビーバーシュタインは，元来，弁護士で，

ドレスデン革命のときのワーグナーの「戦友」の1人であり，かれもまた，

スイスに亡命し，チューリヒでは，バーゼルの生命保険会社の総代理人など

をしてみたのだが，そのビーバーシュタインの家で，はじめてワーグナーと
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知合ひとなった．これがワーグナーとマティルデとの運命的な出あひの発端

だつたのである．夫のオットー・ヴェーゼンドンクは，ニュー・ヨークに絹

織物の会社をもつ富裕な商人であり，このとき，37歳（ワーグナーより2歳

年少），妻マティルデは23歳（ワーグナーより15歳年下）であった．2人はも

ともとデュセルドルフの出身であり，1848年に結婚（オットーは再婚），チュ

ーリヒには51嘱すゑに引越して来たのであるから，引越といっても，ホテル

住まひであったが，こ＼に来て間もなく（52年1月），ワーグナーと知合つた

のである．後年，マティルデは当時を回想して，「53年に入ってから，だんだ

ん親しくなりました．．．はじめ，あの方は3つのオペラ台本を読んでくだ

さいました．それが私を魅了したのですが，それから，その前書き，さうし

て，散文のものを次々に，といふ具合でした」と，いってみる（AIIgemeine

Musik－Zeitung，　Berlin，14．　Feb．1896）．

　ワーグナーのはうは，マティルデをどう思ってみたか？　53年5月18日，

20日，22日（ワーグナーの誕生日）の3回，チューリヒでワーグナーの40歳

祝賀コンサートが開かれた．『リエンツィ』『オランダ人』『タンホイザー』

『ローエングリーン』からの抜葦曲が演奏されたのであるが，これが最初の

ワーグナー・フェスティヴァル（Wagner－Festspiele）であるといはれる．

ワーグナーは，一おう，この公演に満足し，「この祝祭全体を，ある美しい

婦人の足許にさ＼げた」とリストへのてがみにかいてみる（53年5月30日）．

「美しい婦人」とは，いふまでもなく，マティルデである．

　おなじ5月には，マティルデのために，ポルカ（Polka　G－dur）も作曲し

てみるし，6月には，有名な「マティルデ・ヴェーゼンドンクのためのソナ

タ」（As－dur）を書き，これには「あなたは，これからどうなるか，ご存じ

ですか？」（WiBt　ihr　wie　das　wird？）といふ，（のちになって見れば，意味

深長な）》なぞのやうなモットーまでそへてみる．

　この年の7月から8月にかけて，ワーグナーはゲーテの晒東詩集』と

『親和力』とに読みふけった．マティルデとの関係を考慮にいれてみると，

ワーグナーがこのとき，ゲーテとマリアンネ・ヴィレマー（Marianne　Wille一
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mer，1784－1860）との恋愛問答歌から生れたといふ『西東詩集』と1組の

夫婦が，それぞれに，夫は別の女性に，妻は別の男性に惹かれてゆく過程を

とりあつかった『親和力』とを手にとったのは，単なる偶然ではなく，ワー

グナーはそこにアナロジーを求めてみたのであったかもしれない．とくに，

『親和力』は，わかいころに1ど読んでをり，このときは再読だつたが，「今

度は文字どほり1語々一この本を理解した」とワーグナーがいってみるのも

（『わが生涯』，S．510），私たちにそのやうな推測を一そう強めさせる．

　54年になると，リッター夫人へのてがみでも，マティルデにふれて，「や

さしい女性が，私に誠実で献身的であってくれます」と書いてみるし（54年

1月20日），この年の6月28日から9月1日にかけて，『ワルキューレ』第

1幕の作曲スケッチを作った際には，その短い前奏曲に，G．s．M・と3つの

頭文字をそへた．Gesegnet　sei　Mathilde！（マティルデに祝福あれ！）の略

語であり，こ＼ではじめて，（略語とはいへ），はっきりとマティルデといふ

名まへを出したのである．たゴ，これだけではなかった．ワーグナーは『ワ

ルキューレ』作曲をす＼めていくうちに，その第1幕の要所訥々に，冒頭の

もふくめて合計16の暗号化した略語によるコメントをつけたのである．たと

へば，第1場のをはりのト書，ジークムントとジークリンデが，ふかい感動

のうちに，おたがひの目と目をみつめ合ふ場面には，L．　d．　m．　M？～（Liebst

du　mich，　Mathilde？）（マティルデ，あなたは私を愛してますか？）と書い

てみるし，さらに，フンディングにうながされて，ジークリンデも奥の寝室

にひきさがったあと，第3場のはじめ，1人のこされたジークムントは，心

中大いに興奮しながら，じっと物おもひにふけるが，その箇所には，G．w．h．

d．m．　verl？p（Geliebte，　warum　hast　du　mich　verlassen？）（愛する人よ，ど

うして，あなたは私をおきざりにしたのですか？）と書き込んである　（E．

Newman：丁加L焼げR。珂！αg研，1，、　S。526参照）．これで見ると，ワ「

グナー＝ジークムント，マティルデ＝ジークリンデ，オットー・ヴェーゼン

ドンク＝フンディングといふ類推の構図が，ワーグナーの意識のなかにあっ

たことがわかる．
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　ワーグナーの気持がこ、までマティルデに傾斜すれば，ミンナがそれに気

づかないはずがなく，そのためでもあらうか，ミンナは心臓を病みだし，6

月のすゑ乳精療法（Molkenkur）のためゼリスベルク（Salisberg）へ出かけ

る．結局，ミンナは，12年この66年に，「心臓」のために死ぬのであるが，こ

のときが，病気のはじまりであった．間もなく，ワーグナーはショーペンハ

ウアを知り，はやくも年末には，rトリスタン』の構想を得てみる．

　一ばんに，『トリスタンとイゾルデ』は，ショーペンハウアの哲学との事理

と，マティルデ・ヴェ一口ンドンクとの恋愛といふ2つの体験から生れた作

品だとされてみる．この説を根拠にして考へれば，このころすでに，ワーグ

ナーとマティルデとの関係は，かなりす～んでみたとしなければならぬ．

（マティルデの回想によれば），53年ごろから，だんだん親しくなっていった

のであるが，それが早くも翌年には，いくつかの略語による暗示があったと

はいへ，作品の構想をうながすまでに，その恋愛は深入してみたのか，どう

か．ワーグナーはこのほかにも，複数の恋愛体験があるが，それらのうちで

作品にまで昇華したのは，この場合だけである．その点もまた，考慮に入れ

ておく必要があるであらう．

　55年1月，ワーグナーは改訂『ファウスト序曲』に，ゲーテの「ファウス

ト』からの引用をモットーとしてつけるつもりであったが，それをとりや

め，R．　W．　zurich　17．　Jan・55　zum　Andenken　s．　L　F・と書込んだ．　s，1．　F．の

ところは，seiner　lieben　Freundinの頭文字であり，「愛する女ともだちの記

念のために，55年1月17日，リヒアルト・ワーグナー」となる．この曲は，

2月23日，それはワーグナーがロンドンの旧音楽協会からのまねきでイギリ

スへ出発する3日まへにあたるが，ワーグナー自身の指揮で演奏された．

　手ごろ，いはゆる丹毒が，頻繁に発病する．12月，ワーグナーは「トリス

タン，一そう確実に着想」とメモ（、4朋α」θη）に書附ける．「一そう確実に」

といふのは，1年まへの54年12月に，すでに一おう着想してみたからであ

る．たゴし，この「一そう確実に着想した」トリスタンは，いま私たちが見

る『トリスタン』とは，すこしちがってみる．第3幕で，病床のトリスタン
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を，パルジファルが見舞ふのである．ワーグナーは重傷をおひながらも死ぬ

ことの出来ないトリスタンを，グラール伝説のなかのアムフォルタスと同一

視したのである（『わが生涯』，S．524）．

　56年になると，丹毒は何どもくりかへし発病するので，モンブランのちか

くのモルネ（Momex）の水治療所にゆくと，そこの医者が，（丹毒ではな

く），「神経性アレルギー」と診断し，適切な処置をとった甲斐あって，病気

はぴたりと，をさまった．8月，ワーグナーはチューリヒにかへり，9月22

日には，『ジークフリート』（『わかいジークフリート』から改題）の作曲ス

ケッチにとりか、る．3月に『ワルキューレ』の総譜完成以来，やく6ケ月

の空白の＼ちの仕事再開である．このころ，ワーグナーは（チューリヒの）

ッェルトヴェク通りに住んでみたのであるが，すこしまへから，隣りにブリ

キ屋が移って来て，ワーグナーはその騒音に大いに悩まされ，しばしば隣り

と悶着をおこしてみる．このさ》やかなる事件は，一見，愚にもっかぬ出来

事のやうであるが，見方をかへると，ワーグナーにとって，2つの大きな意

味をもつてみる．その1は，このブリキ屋への欝憤が，『ジークフリート』

第1幕のジークフリートとミーメとのもめごとの場面の音楽の母胎となった

ことであり，その2は，ワーグナーがヴェーゼンドンク家のとなりのしつか

な「かくれ家」に引越す原因ともなったからである。

　『ジークフリート』第1幕の作曲は，なかなかおもふやうには，はかどら

ず，途中，しばしば中断する．中断の理由の1つは，rトリスタン』にもあ

る．12月19日，『トリスタン』の中心となる第2幕の「愛の場面」の音楽的な

構想ができあがる．『トリスタン』は，はじめに中心になる音楽から具体的に

定着して行ったのである．テキストは，まだ散文稿すら出来てみない．普

通，ワーグナーがオペラをつくる順序は，着想一散文草稿一台本一作曲ス

ケッチー総譜である．『トリスタン』の成立過程が，ワーグナーのほかのオ

ペラのそれと異なるのは，第1にこの点にある．『トリスタン』のばあひだけ

が，はじめに音楽があって，それから台本が追ひかける形となったのである

が，その理由は何であったか？　もともと，トリスタンとイゾルデの愛はロ
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ゴス（ことば）では，十全にとらへることが出来ない．オペラ『トリスタン

とイゾルデ」にあっては，「沈黙」がきはめて重要な役割をになってみる．本

文のなか＼ら，2－3の例をひけば，

イゾルデ「おく病な沈黙，

　〔．．．〕

　だまって，いのちを救ってやり

　敵の復讐から

　だまって，かくまってやった女，

　だまって護ってやり，

幸福にしてやったのに，

　その女と一しょに幸福をすて～しまふなんて！」（1－3）

トリスタン「沈黙の女王が

私にだまるやうに命じます．

彼女が，だまってみても

私にはわかるが

彼女がわからないことを

私は，だまってみるのです．」（1－5）

イゾルデ「あなたの言はないことが，私に

　はわかります．」（1－5）

　第2幕第3場，イゾルデとのあひゴきの現場に踏込まれたとき，トリスタ

ンはマルケ王に，かうした次第になってしまった理由を全くはなさない．「あ

、，王さま，そのやうなことは，申上げるわけにはまるりません．」

　『トリスタン』以外のワーグナーのオペラはすべて，ロゴス（ことば）が

あって，さうして，パトス（音楽）であるが，『トリスタン』だけがパトスが

先行してみる．こ、に，このオペラの特質がある．

　『トリスタン』成立過程の特異性の第2は，このオペラが，『ジークフリー

ト』作曲中に，わり込んで創作されたといふことである．わり込むには，そ

一60一



れなりの理由があったであらう．

　ヴェーゼンドンク夫妻は，それまでチューリヒでホテル住まひをしてみた

のであるが，しばらくこ、に落ちつかうと，郊外エンゲのチューリヒ湖を見

おろす丘，ワーグナーがのちに「緑ケ丘」（der　GrUne恥gel）と名づけた丘

のうへに邸宅，それはヴィラ（Villa）とよばれるやうになる豪華な住宅を建

てることにし，そのをり，地つ穿きにあった小さな家も買ひとり，これを改

造して，ワーグナーに提供した．ワーグナーがブリキ屋の騒音になやまされ

て，ツェルトヴェク通りの借家から移りたがってみたからである．マティル

デは旅先のパリから，チューリヒのミンナにあてト，「どうか，この家が平

安と友情との真のかくれ家でありますやうに」と書いてみる　（57年ll月）．

い後，この家は「かくれ家」（Asyl）と名づけられた．

　ワーグナー夫妻が，この「かくれ家」に引越したのは，4月28日であった．

ワーグナーは『わが生涯』のなかで，この家で目をさました最初の日が，美

しい聖金曜日であったと書いてある．しかし，この年（1857年）の聖金曜日

は，4月10日であったから，あきらかに事実に反する．それでは，これは

ワーグナーの単純な記憶ちがひだったのか．ワーグナーはつゴけて，この日

に『パルジファル』を着想したといってみるのであるが，ワーグナーは，あ

たらしい・しっかな住まひでの美しい聖金曜日こそ，聖杯の騎士をあつかっ

た『パルジファル』を着想するのに最もふさはしい日と思ったのであったら

う．

　4月20日，ワーグナー夫妻はツェルトヴェク通りの借家を出て，ホテルに

宿泊した．引越先の「かくれ家」は，新築ではなく，改装であるが，まだ工

事がをはってみなかったからである．改装なって，ワーグナー夫妻が，「か

くれ家」に入った4月28日は，さむい・しめっぽい憂欝な日であったが，翌

日は一転して美しく晴れあがった．（天気についてだけは，ワーグナーの記

述に一致する．）

　ワーグナーの書斎は，（日本流にいへば），2階にあり，仕事机がおほきな

窓のそばにおいてあって，そこからはチューリヒ湖とアルプスの山々が一眸
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のもとに見渡せた．まはりは（ブリキ屋のとなりとはちがひ），しっかで，庭

はよく手入れされて気持よく，そこには，野菜畑もあり，その世話は，ミン

ナのワーグナーへの不平をまぎらはすのに好都合でもあった（57年5，月8

日，リストあて書簡）．ワーグナー夫妻は，かうして，「かくれ家」に入った

が，ヴェーゼンドンクー家は，まだ引越して来ない，建物が完成してみない

からである．ヴェーゼンドンク夫妻が，緑ケ丘の新居に移ってくるのは，4

ケ月一の8月である．

　引越をしたころ，ワーグナーは『ジークフリート』第1幕の作曲を、は

りかけてみた．5月12日，第1幕の総譜完成すぐに，5月22日から第2幕

の作曲スケッチをはじめてみる．しかし，　1ケ月もた、ない6月なかばに

は，「ジークフリート』の仕事は，とゴこほりがちとなる．ワーグナーの関心

が，『トリスタン』のはうにむいて来た、めである．6月26日，『ジークフ

リート』の作曲中止．「ジークフリートを（さびしい森の）菩提樹のしたにの

こして，涙ながらに別れをつげた」とリストへの手紙に報告してみる（57年

6月28日）．しかし，ワーグナーはかうはいったもの、，間もなく，『ジーク

フリート』をふた～び取りあげ，8月9日に，一おう，第2幕の作曲スケッ

チを～へて，この仕事を中断してみる．8月20日，『トリスタン」の散文草稿

にとりか、り，そのこ，たゴちに台本を執筆し，完成したのが，9月18日．

そのために要した時間は，わっかに29日間にすぎない．『トリスタン』と相前

後して着想された『マイスタージンガー』には，3つの散文稿，『パルジファ

ル』には，2つの散文草稿がのこっており，これらの作品とくらべてみれ

ば，『トリスタン』のテキストが一気呵成に出来上ったといへる．

　（『トリスタン』の散文草稿から，台本完成までの）8月20日から9月18日

の間には，ワーグナーにとって，2つの事件があった．その1つは，ワーグ

ナーが『トリスタン』にとりか～つた2日この22日に，いよいよヴェーゼン

ドンクー家が新山に移って来たのである．このとき，（ワーグナーは44歳），

オットーは42歳，マティルデは29歳であり，夫妻の間には，6歳の長女と2

歳の息子，それに4ケ月の赤ん坊（男）の3人の子どもがあった1）．
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　オットーは仕事の関係から留守がちで，マティルデは1人とりのこされる

ことがおほく，そのために，マティルデはワーグナーのはうに傾いていった

のか？　それもないではなかったかもしれないが，より大きな動機は，ワー

グナーのもつ強い磁力だつたとおもはれる．

　ワーグナーは背が低く（163センチ），頭が大きく，ザクセンなまりがひど

く，全く風采があがらなかったといはれてみる．それなのに多くの女性をひ

きつけたし，女性ばかりでなく，大勢の同性の崇拝者が，まはりに集った．

それは，単なる「才能」からだけではない，精神的な高さ，乃至は，ひろさ

から来るところの人間的な魅力であったであらう．

　マティルデはこのやうなワーグナーにすっかり魅了された．もっとも，残

ってみる資料は，ワーグナーの側からのだけであり，マティルデが，はたし

てどれだけ，ワーグナーに心ひかれてみたかは，わからない，といふ見方も

ある．しかし，2人のあひだは，当時，世間のうはさにのぼったのであり，

それをふまへての後年のマティルデの回想（E伽η碗π96η，1896，Allgemeine

M戚k－Zeitung）などを読んでみると，マティルデがワーグナーに傾倒して

みたのは，確かである．一たい，ワーグナーに「かくれ家」を提供するやう

にと，オットーをつよく説得したのは，マティルデであった．ワーグナーは

ワーグナーで，数々の頭文字からなる暗号が証明してみるやうに，この知性

ゆたかな，美貌の夫人に大いに魅力を感じてみたのであるから，かうした2

人が，隣合せ，といふよりは，1つ屋根の下に住んでみるといったはうが，

より適切なやうな環境になり，2人の親密度は一だんと増していった．

　もう1つは，コージマがハンス・フォン・ビューローと新婚旅行の途中，

「かくれ家」を訪ねて来たことである．ビューローは7年まへの1850年に，

ワーグナーのすみせんで，こΣチューリヒの市立劇場の指揮者となり，音楽

家としての第1歩をふみ出したのであったが，間もなく，この劇場のプリ

マ・ドンナと衝突して，この職をのき，ワイマルに行って，リストの弟子と

なったのであるが，いまそのリストのむすめコージマと結婚して，旅行中な

のである．ビューロー夫妻は，チューリヒに来ても，はじめホテル（Gasthof

一63一



zum，，Raben‘‘）に泊ってみたが，ワーグナーが自宅に招待したので，9月

5日に「かくれ家」をおとつれ，28日まで，3週間とすこし，こ、に逗留し

てみる．そのあひだに，ミンナ，マティルデ，コージマといふワーグナーを

めぐる3人の女性が，しばしば同席する機会があった．

　この年の9月は，活気にみちて過ぎた，とワーグナー自身がいってみるが

（『わが生涯』，S．566），さうした中で，9月18日，『トリスタン』の台本が完

成．

　「去年のけふ，私はトリスタンの台本を完成し，最後の幕をあなたのとこ

ろにもって行きました．あなたは私をソファのまへの椅子にみちびき，私を

抱擁して，いひました，『これ以上，わたし何の望みもありませんわ』この

口，このとき，私はあらたに生れたのです．一そのときまでは，私の前生

でしたが，いまや，私の後生がはじまったのです．．．やさしい女性が，お

つおっと，ためらひながらも勇敢に，苦痛と苦悩の海の真只中に，身を投じ

ました．私にこの素晴しい瞬間をあたへてくれるために，わたしは貴方を愛

します，と私にいってくれるために．一かうして，あなたは死に身をさ、

げました，私に命をくれるために．私はあなたの命を受けとりました，いま

や，あなたと＼もに，この世からわかれ，あなたと、もに悩み，あなたと、

もに死ぬために．．．」

　これは，『トリスタン」のテキスト完成から，丁ど1年後のワーグナーの日

記の1節であるが，当時の様子をよく伝へるものとして，しばしば引用され

る．ついでにいふと，この「日記」は普通のそれとはすこしちがひ，すべて

マティルデへの手紙形式で書かれてみる．日づけは，58年9月21日から翌59

年4月4日まで，ワーグナーがチューリヒを去ってから，主としてヴェニス

（ヴェネツィア）で書いたので，一ばんには，「ヴェネツィア日記」（76ηθZ伽

痂6乃θ5ταgθう粥のといはれてみる．

　この「日記」はその都度（日づけ毎に）マティルデにわたされてみたので

はない．58年9月2日に，ワーグナーは実際にマティルデに手紙を送った

が，それは開封されぬまN返送されて来た．マティルデがこの「日記」をよ
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んだのは，書かれてしばらくたってからである．

　かうして，「トリスタン』は台本完成直後に，マティルデにさ㌧げられた．

それは9月18日であり，このとき，ビューロー夫妻は，なほ，「かくれ家」の

客であった．ワーグナーの家では，この新婚のお客を歓迎する意味もあっ

て，音楽会が催され，ビューローがrワルキューレ』からの抜琴曲をピアノ

で伴奏し，ワーグナーが歌ったりもした．また，朗読会もあり，ワーグナー

が『トリスタン』を読みあげたときには，その最終場面（「イゾルデの愛の浄

化」）にマティルデが極端に感動したので，ワーグナーが，こ＼はそんなに悲

しい場面ではない，と彼女の気持をしづめてやったこともあった．

　9月28日，ビューロー夫妻は，「かくれ家」を跡にしてベルリンへ旅立つた

のであるが，ビューローは，ワーグナーが以前とはすっかり変って，神々し

いばかりになったやうに思ひ，それをキリストの変容をあらはすVerklarung

といふ言葉を用みて表現してみる（Gregor－Dellin：R．躍βgηθr，　S．426）．

　9月18日に台本が出来上ったのち，ワーグナーは，たゴちに，10月1日か

らこの作品の作曲をはじめる．その間，わっかに2週間にもたりない．ワー

グナーのばあひ，台本完成と作曲開始とのあひだに，もう少し時間があるの

が，普通である．たとへば，『ローエングリーン』は1845年11月に（初経）台本

完成，作曲開始が46年5月であり，『マイスタージンガー』は1862年1月すゑ

に台本清書，序曲の作曲着手が3月をはりであり（この作品の作曲は，大へ

ん手まどって，1867年10月までか、る），「パルジファル』は台本が1877年4

月に出来，第1幕の作曲に取りか＼つたのは，9月である．『トリスタン』の

作曲はその後も順調にす、み，12月31日には，第1幕の作曲スケッチを～は

り，翌58年4月3日目は第1幕の総譜が完成してみる．このやうな仕事の進

捗ぶりは，この作品構想の「爆発力」を証明してみる，といふ見方もある

（ヴェステルンハーゲン『ワーグナー』，白水社，321頁参照）．

　ワーグナーは『トリスタン』の仕事をす、めながら，マティルデの書いた

詩に作曲もしてみる．その詩とは，「天使」（Der　Engel），「夢」（Traume），

「苦しみ」（Schmerzen），「とまれ」（Stehe　still），「温室にて」（Im　Treibhaus）
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の5編である．まつ，11月には，「天使」が，12月には，「夢」と「苦しみ」

が，そして翌58年2月に「とまれ」，5月に「温室にて」が作曲された．そ

の中でも，「夢」と「温室にて」の2曲は，のちに，「トリスタンとイゾルデ

のための習作」（Studien　zu＞Tristan　und　Isolde〈）と名づけられたやうに，

『トリスタン』に1部利用されたところもある．

　先にもいったやうに，rトリスタン』といふ作品は，台本執筆の期間がみじ

か～つたが，作曲のはうも渋滞なく，どんどんす、み，57年12月31日目は，

第1幕の作曲スケッチが完成．ワーグナーはそれにつぎのやうな詩2）をそへ

て，マティルデに献呈してみる．

　　　　幸福にみちあふれ

　　　　苦しみから離れて

　　　　とらはれずに，ひたすらに

　　　　永遠にあなたのもの一

　　　　あの2人が歎きあひ

　　　　誓ひあったこと，

　　　　トリスタンとイゾルデ，

　　清らかな金の響にのせて，

　　彼らの涙と接吻とを

　　あなたの足許にさ、げます，

　　私をこんなにも高めてくれた

　　天使を彼らがほめた～へてくれるやうに，と！

　ところで，ワーグナーとマティルデが，かうまで親しくなると，人目につ

かないわけがなく，当然ながら，2人の仲は世間のうはさにのぼった．58年

早々のメモ（、4πηα」θπ）に，「隣…家の紛糾」とワーグナーは書込んでみるが，

このころから，ヴェーゼンドンク夫妻のあひだには，ギクシャクしたものが

表面化してくる。しかし，以後もオットーはMazen（保護者）としての立場

をまもり，それまでどほり，ワーグナーに経済的な援助をつゴけてるる．

（ワーグナーとヴェ一五ンドンク家との交際は，ワーグナーが「かくれ家」を
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去ってからも変らず，ワーグナーの死後までも，夫妻はバイロイトと接触を

もつてみた．）この点，ジェシー・ロソーとの事件のときに，ワーグナーを射

殺してやる，といった夫ウジェーヌとは，大いにその態度を異にする．一方，

ミンナはマティルデに，はげしく嫉妬した．ワーグナーは，ほとぼりがさめ

るまで，しばらくこ＼をはなれてみるのがい、と判断し，58年1月15日，パ

リに遊び，やく3週間そこにるて，2月のはじめに，チューリヒにかへって

みる．

　そのころ，マティルデはイタリア人（工科大学講師）フランチェスコ・デ・

サンクティス（Francesco　de　Sanctis）にイタリア語を習ってみたのである

が，ワーグナーはこの家庭教師をきらった．ワーグナ～はこのわかいイタリ

ア人に，自分の恋敵を嗅ぎとったのである．4月5日，ヴェーゼンドンク家

の居間で，ワーグナーがマティルデと話してみるところへ，サンクティスと

（あのドレスデン暴動のをりの戦友）ビーバーシュタインとが入って来たの

で，ワーグナーは気分を害して自宅にかへって了つた．ワーグナーとマティ

ルデとは，手入のよくゆきとゴいた・快適な庭で話すのを好んだのであるが，

翌6日，マティルデは，天気がわるかったので，庭に出て来ず，話が出来な

かった．夕方，ヴェーゼンドンク家をたつねたとき，ワーグナーは昨日から

の気持のつ貸きで，いらいらしてみたΣめに，さ～いな原因から，つい言合

ひとなった．

　4月7日あさ，ワーグナーはベッドから出るなり，すぐにペンをとって，

昨夜の大人気ない態度をわびる「朝のさんげ」を書き，その手紙を『トリス

タン』第1幕への前奏曲の楽譜にそへて，庭番の召使にマティルデのところ

に持って行くやうに命じた．彼がそれをもって，庭を横切ってみたとき，ミ

ンナがそれに気づいて，庭番をよびとめ，そのてがみをとりあげて建つた．

ミンナはこの手紙を，2人の関係のうこかぬ証拠物件とみなして，いきまい

た．

　かうして，問題のてがみは，マティルデにはとゴかず，ミンナの手許にの

こったので，ながいあいだ，一ばんには読むことが出来なかったのである
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が，ミンナの死後，まはりまはって，いまはアメリカの十一ティス音楽院の

所有となり，ワーグナーの書簡集にも入り，だれでも読あるやうになった．

　読んでみれば，何ほどのこともない．昨夜（4月6日夕），たまたまゲーテ

の『ファウスト』が話題となったをり，マティルデが，ファウストは，い

ま＼でに作家が創ったうちで最もすぐれた人間タイプである，といったのに

対し，ワーグナーは，ファウストを夢想家の学者にすぎない，と反論した．

グレートヘンの場面こそ，ファウストが幸福と救ひとを学ぶ絶好の機会であ

ったにもか＼はらず，ファウストはその機を逸し，最後までそれを歎かねば

ならなかった．このやうなファウストを，人々は人間典型の1つの理想家と

誤解してみるといふのである．

　しかし，昨夜の態度は大人気がなかった．「天気もい、やうです，けふ，

私は庭に出ます．あなたをお見かけしたら，すこしのあひだ，だれにも邪ま

されずに，お会ひしたいものです．一どうか，私のたましひを全部，朝の

挨拶として受けとってください」と，この手紙は結ばれてみる．このをはり

の部分あたりが，とくに，ミンナの病にさはったのかもしれぬ．

　この事件は4月7日，そして，1週間この4月15日，ミンナは心臓治療の

ため，ブレステンベルク（Brestenberg　am　Hallwiler　See）へ出発する．療

養先のミンナへのワーグナーのてがみは，「愛する可哀さうなミンナ！　も

う1ど，いひます，何回でも繰返します，辛抱して下さい，何よりもまつ，

信頼して下さい1．．．」と始まり，「あなたの1日も早い恢復を，心から

切に祈ってみることは，神さまが証人です．頑張って下さい！　病気がよく

なれば，一切をもつと冷静に見ることが出来るでせう．人生の悩みの原因

は，私たちの外側にだけあるのではなく，大抵は，私たちの内側にもあるも

のだからです．それでは，恢復を祈ります．間もなく，お目にか、れますや

うに．あなたの，誠実な夫，リヒアルト」といふことばで，しめく＼られて

るる（58年4月23日）．

　しかし，ミンナの心はほぐれず，またマティルデもこれ以上ミンナとあひ

たくないといってみるとヴィレ夫人からきいて，ワーグナーの心はきまつ
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たゼ

　8月17日（火曜日），ミンナは黙ってワーグナーに朝食とお茶の用意をし

た．それから彼女は馬車でワーグナーを駅までおくる途中，彼の手をとって，

涙と接吻とでそれを覆った．「雲1つない，よく晴れた夏の日であった．」（『わ

が生涯』，S．584）かうして，ワーグナーは「かくれ家」を去り，汽車でジュ

ネーブにむかった．そこからは，カール・リッターが同行して，ローザン

ヌ，ミラノなどをとほり（ミラノではレオナルドの『最後の晩餐』を見て），

29日，ヴェニスに到着．こ～で，ハンガリー人の家主から家具つきの部屋を

かりて，ワーグナーは『トリスタン』の作曲をつゴける．

　ミンナは，しばらくチューリヒにとゴまり，「かくれ家」たちのきの後始末

をしたのち，9月2日，チューリヒをはなれ，生れ故郷のドレスデンにかへ

った．その際，ミンナはマティルデにあて～，1通のてがみをのこして行っ

てみる．

　「私は出発まへに，あなたが，22年の結婚生活のすゑに，私の夫を私から

引離すことに成功なさったといふことを，血の出る思ひで，申上げなければ

なりません．どうか，この高貴な行為が，あなたの満足と幸福とに役立ちま

すやうに！」

　ワーグナーとマティルデとの恋愛の特徴は，何であったか？　ワーグナー

には，マティルデとのほかにも一それも人妻とのいくつかの恋愛事件があ

る．それとくらべて見ると，マティルデとの場合は，とにかく，暗い．マテ

ィルデ事件をはさんで，数年まへのジェシー・ロソーとの駈落未遂，数年こ

のコージマとのスキャンダル，いつれもマティルデとのときほど，暗くない．

たとへば，rトリスタン』台本完成の日，ワーグナーがそれをマティルデの

ところに持っていったをりの様子は，（まへにも引用した「日記」の1節によ

れば），

　「かうして，あなたは死に身をさ＼げました，私に命をくれるために．私は

あなたの命を受けとりました，いまや，あなたと＼もに，この世からわか

れ，あなたと～もに悩み，あなたと＼もに死ぬために．．．」
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　ワーグナーは，姉クラーラへの手紙のなかで，マティルデはこのとき，

”nun　sterben　zu　mussen‘‘といった，と書いてみる（58年8月20日）．なぜ，

2人の愛は，こんなにも厭世的なのか？　ワーグナーもマティルデも，お互

に結婚してみる身であり，2人の愛は八方ふさがりだったからか？　それな

らば，ジェシー・ロソーとのときは？　さうして，コージマとのときは？

どの場合も結婚してみる者同士の恋愛であり，情況は同じではないのか？

それなのに，このばあひだけ，どうして，こんなにもペシミスティクなのか？

　それは，ショーペンハウアを読んでみたから，といふのが，その設問への

1つの解答になるかもしれない．しかし，ワーグナーの死へのあこがれが，

ショーペンハウアを手にする以前からのものであること，すでにくりかへし

述べたとほりである．さうすると，この死と一体の愛は，これもまた，ワー

グナーのそのころの死への願望のあらはれの1つといってもい、であらう．

マティルデのもってみた死の思ひは？　マティルデにおいては，ワーグナー

からの感化，あるいは，ワーグナーのそれへの共感にほかならなかったであ

らう．

（5）

　以上の点から，ワーグナーとマティルデの愛にも，この時期のワーグナー

が落込んでみた「うつ」状態が反映してみたことがわかる．

　1854年秋，「うつ」真只中のワーグナーは，ヘルヴェークが持って来た

ショーペンハウアの『意志と表象としての世界』をよみ，そこで，はからず

も，自分にもよく把握出来なかったところの，いまの沈んだ気持と，うまく

共鳴する内容にゆきあっ牟．ワーグナーはこの本にひどく興味をもち，1年

間に4回もくりかへして読んでみる．大たい，「うつ」状態のときには，いふ

までもなく，行動は消極的となる．ショーペンハウア読書に際して見られる

や＼積極的な態度は，ワーグナーの「うつ」状態からの脱皮の兆候の第1歩

だつたとも見られるであらう．
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　ショーペンハウアのつぎに来るのが，『トリスタン』の着想と執筆である．

『トリスタン』成立の3つの特異点一一それは，（1ほづ，音楽から，②『ジー

クフリート』作曲の途中に，わり込んで，③一気呵成に，製作されたことで

ある．ワーグナーはリッター夫人への手紙に（57年7月4日），「ジークフ

リートを1年間，森のなかに残しておく，『トリスタンとイゾルデ』で憂さば

らしするために」と，いってみる（Glasenapp＝1）α5　L66θηR．確αgπ薦，皿，

S．151）．こΣで，ワーグナーが，はからずも～らした「憂さばらし」（sich　Luft

machen）といふ言葉からもわかるやうに，『トリスタン』はワーグナーの

「うつ」からの恢復に是非必要だつたのである．一ばんに「作業療法」とい

ふものがあるが，それにならって名づければ，これは「執筆療法」とでもい

へばい、のか．とにかく「執筆」を通じて，ワーグナーは徐々に「うつ」状

態から脱して行ったのである．そのためには，いま＼での仕事の継続ではな

く，気分一新のために，新しい仕事でなくてはならぬ．『ジークフリート』

作曲を中断する1つの理由である．題材は，いまの気持にふさはしいもの，

いまのこの気持一生きてみるのを忘れたいやうな気持，それを托するのに

最も適した素材として，ワーグナーはトリスタンとイゾルデの物語をえらん

だ．た捌し，元来は，この物語，単なる哀切な愛と死の物語にすぎなかった

のであるが，ワーグナーがそのときの自分の気持であった「死へのあこがれ」

をその中にもち込んで，さうすることによって，現にある自分の死への願望

を中和して行った．

　「うっ」といふやうな一とくに，程度の差こそあれ，誰にでも見られる初

老期の「うつ」といふやうな心のマイナス状態からの恢復には，論理より

は，感性こそ有効である．ワーグナーの作業も，感性が先行する．『トリス

タン』は，まつ，音楽から成るのである．さうして，一たん，はじめられた

作業は，停滞してはいけない．停滞しては，恢復のたすけにはならない．大

事なのは，没頭である．没頭してこそ，マイナスをプラスに転ずる力となる

のである．『トリスタン』が爆発するやうに一気呵成に出来上った理由も，

こMこある．rトリスタン』の台本が完成した直後，57年9月，ハンス・フォ
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ン・ビューローは，（まへにも述べたやうに），ワーグナーに「神々しい変化」

（eine　Verklarung）を認めてみる，『トリスタン』を書くことによって，そ

れまでの「うつ」から脱して，ワーグナーは変ったのである．

　コージマの日記によれば（72年3月14日），ワーグナーは，後年，マティル

デとの恋愛にふれて，あのとき，お互に離婚して，2人は結婚しようではな

いか，とワーグナーがマティルデに持出したことがあった．マティルデは，

「それは神聖冒漬（Sakrilegium）だわ」と応へたが，とにかく，この（Sakri－

1egiumといふ）むつかしい単語は，ワーグナーの提案にふさはしかった．

ワーグナーは，こ、ろのそこでは無意識に，それを真剣におもってみなかっ

たからである．

　この記述は，ワーグナーがコージマに話して，コージマが書いてみるので

あるから，ワーグナーは，もちろん，マティルデとの関係をあまり深いもの

とはいひたくなかったのであり，その点を割引して読まねばならない．にも

か》はらず，こ、には，マティルデ事件の1つの側面があらはれてみると，

わたしは考へる．ワーグナーとマティルデとが，普通の意味において，結婚

することは，あり得ない．それは，トリスタンとイゾルデとが，この世で結

婚することが，あり得ないのと同様である，

　ハイネマン（Karl　Heinemann）は大著『ゲーテ』（σ08伽）のなかで，

ヴィレマー夫人とr西東詩集』の「ズライカ書」とのか》はりあひについ

て，「マリアネ・フォン・ヴィレマーに恋慕したからゲーテが『ズライカ書』

を書いたのではなくて，彼が詩的興奮の気分にあり1人のズライカを必要と

したからこそ，たまたま彼の圏内に入って来たあの才媛が彼のため恋愛と詩

作の対象になったのである」（『ゲーテ伝』4，99頁，岩波文庫）と，書いて

みるが，マティルデと『トリスタン』のばあひにもおなじ関聯が指摘出来

る．ワーグナーが詩的興奮の気分にあり，1人のイゾルデを必要としたから，

たまたま，ワーグナーの近くにるた美貌の人妻が，ワーグナーの恋愛と詩作

の対象となったのである．まへにもふれたやうに，54年夏，それはマティ

ルデと知合って1年半ほどのちであるが，ワーグナーが『智東詩集』によみ
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耽ったのは，これら2つの作品へのそれぞれの女性の関与の類推を，より一

そうかきたてる，

　ショーペンハウアを読み，マティルデ・ヴェーゼンドンクとの恋愛があっ

たから，「トリスタン』が成立した，といふやうに，一ばんにはいはれてみ

る．わたしの見方は，それとは，や＼力点のおき方がちがふ．

　マティルデとの恋愛があったから，ワーグナーがトリスタン伝説の作品化

を思立つたのではなく，すでに早くドレスデン時代（1843－49）のワーグ

ナーの蔵書に数おほくのトリスタン文献（中高ドイツ語版，現代語訳のほか

にも，古代フランス語，英語，スペイン語版など）がふくまれてるることか

らもわかるやうに，この題材は，ワーグナーのなが年の腹案だつたのであ

り，また，「トリスタン』を書くために一つまり，作品のたあに，マティル

デを恋したといふ風な「藤十郎の恋」でもない．

　ショーペンハウアの偶然の入手とそれへの耽溺が導火線となって，『トリ

スタン』の着想，執筆とつゴく．その執筆作業が「うつ」といふ殻からの着

実な脱皮の過程であった．マティルデとの恋愛は，この作業へ「はずみ」を

つける役割をはたしたのである．

注

1）オットーとマティルデ・ヴェーゼンドンクとのあひだの子どもは，次のとほり：

　　1ばん目のをとこの子は，1849年に生まれたが，4ケ月で死亡，以ご，51年に

　　Myrrha，55年にGuido（58年10月死亡），57年にKarl，62年にHans（82年死

　　亡）が誕生．

2）　この詩は，『西下詩集』のなかのズライカの詩の1つを，ふまへてみるであら

　　う．ともに”Hochbeg1Uckt＿“と，はじまってみるし，．その内容も類似する．
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Richard Wagners Weg zum Tristan

Yoshihiro Ito

    Es wird allgemein angenommen, daB R. Wagners Oper nistan
und .Ksolde aus zwei Erlebnissen, aus der Begegnung mit Schopenhauers

Philosophie und aus der Leidenschaft fur Mathilde Wesendonck

entstanden sei. Aber man k6nnte das auch anders sehen.

    In jener Zeit arbeitete Wagner weniger als frUher, und er war

des Lebens mUde. Nun war er an die Vierzig und vermutlich in

eine pra-senile Melancholie geraten. Gerade da lernte er durch

seinen Freund das Hauptwerk Arthur Schopenhauers kennen.
Dessen Gedanke einer Verneinung des Willens zum Leben war
fiir Wagner nichts Neues. Aber er empfand groBe Sympathie fur

den Pessimismus, da er selbst in der Einsamkeit lebte und Sehnsucht

nach dem Tod spUrte. Er wurde nicht erst durch die LektUre des

Schopenhauerschen Werkes pessimistisch, sondern war das schon

seitjeher.

    Als nicht minder wichtig fUr Wagner in seiner ZUricher Zeit

ist die Zuneigung zu Mathilde zu veranschlagen. Doch er schrieb

das Musikdrama 7Yistan nicht darum, weil er sie liebte, oder er

liebte sie nicht so sehr, um das Werk zu konzipieren. Die Gestal-

tung des 7-7istan war fur ihn das Genesen von der Melancholie.

Wagner war eben in einer Stimmung dichterischer Erregbarkeit

und fand in Mathilde die Frau, die ihn als Muse beflUgelte. Die

Beziehung Wagners zu Mathilde wird wohl mit der Goethes zu

Marianne Willemer zu vergleichen sein. Aus dieser ist das ,,Buch

Suleika" im Diwan geworden, aus jener die Oper nistan und lsolde.

-74-


